
海洋⽣物ビッグデータ活⽤技術⾼度化

海洋⽣物ビッグデータ活⽤技術⾼度化

 データ収集・選別

R12R11R10R9R8R7R6R5R4R3〜R2

ビッグデータ
⽣成・解析

データ連携

情報科学
AI（機械学習・深
層学習、画像解析）
API連携 等

基礎的研究開発フェーズ 社会実装フェーズ

ステークホルダーと連携分野融合
海洋⽣物・⽣態系×情報科学

海洋データの取得技術等はこれまでの技術開発により着実に進展し、環境情報を含め、海洋⽣態系を取りまく膨⼤なデータが蓄積。
⼀⽅で、特定の観測⽬的で集められた断⽚的なデータを分野横断的に活⽤し新しい価値を⾒出す研究は世界的に⾒てもこれからの分野
で、「海洋⽣態系×AI」「海洋⽣態系×データサイエンス」による付加価値創造は我が国が世界をリードし得る研究課題。

海洋⽣物・情報科学研究者の分野横断的研究チームにより、データ連携・統合解析技術の確⽴等を進め、ビッグデータから新たな知
⾒を⾒出すとともに、多岐にわたる社会実装例を創出し、海洋⽣物ビッグデータを活⽤して課題解決を図る社会の構築を⽬指す。

背景・課題

既存データ
データベース
モデル出⼒ 等

事業内容
1. 海洋⽣物多様性ビッグデータ汎⽤化の基盤技術と海の豊かさを守る応⽤技術の開発

 実施内容
① 種々のデータを統合し、海洋⽣物多様性ビッグデータの基盤となるプラットフォームを構築
② 海洋保護区の最適な配置や海洋⽣態系の劣化リスク等の分析技術を開発
③ 海の豊かさの脅威に係る評価監視システムを構築し、政策決定の根拠となるデータを提供

データ取得技術
標準化された観測
⾃動観測 等 SDGsの達成

ステージゲート
（５年目）

 実施内容
① プランクトンや粒⼦態有機物などの海洋粒⼦データを収集・解析するクラウド開発
② 観測展開による⻑期・広域・⾼時空間分解能な海洋粒⼦データの取得と解析技術開発
③ ⽔産資源量の変動・予測情報を発表

2. イベントベースビジョンセンサ－（EVS）を⽤いた海洋粒⼦ビックデータ⽣成

 実施内容
① バイオロギングデータ利⽤の基盤となるインテリジェントプラットフォームを構築
② データのリアルタイム配信について検証を実施、データの利便性を⾼める
③ 気象庁物理モデル等へ洋上等のデータを提供し、⽇々の予報や防災情報の⾼精度化

3. バイオロギングで実現する海洋⽣物と⼈の持続可能な共⽣社会

 中核機関、研究代表者 琉球⼤学、久保⽥康裕

 中核機関、研究代表者 ソニーコンピュータサイエンス研究所、⾼塚進

 中核機関、研究代表者 東京⼤学、佐藤克⽂
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⽬的
2025年は「国連海洋科学の10年」の中間年にあたることも踏まえ、「国連海洋科学の10年」と関係も深い、「海洋
⽣物ビッグデータ活⽤技術⾼度化」プログラムの各採択課題におけるこれまでの成果や今後の展望について国内外に
広く知っていただく。
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■⽇時︓2025年10⽉31⽇（⾦）
■場所︓国連⼤学（渋⾕駅から徒歩10分。地下鉄表参道駅から徒歩5分。）
■登壇予定者︓本事業研究代表者、関連分野の海外研究者、IOC道⽥議⻑他
■参加者︓200名〜300名程度を想定（参加費︓無料を予定）
※対⾯開催を予定。シンポジウム終了後、録画をHPなどで掲載を予定

①講演
・題⽬︓「国連海洋科学の10年に関する調査内容や最新の研究動向について」

講演者︓国⽴研究開発法⼈科学技術振興機構 研究開発戦略センター（CRDS） 20分程度
・題⽬︓「各課題の研究紹介・今後の構想について」

講演者︓本事業研究代表者 各25分×３程度
・題⽬︓「各課題に関連する世界的な動向と各課題への期待」

講演者︓関連分野の海外研究者 各25分×３程度

②パネルディスカッション（1時間）
・題⽬︓「講演を受けた海洋⽣物ビッグデータ活⽤の今後の⽅向性について」

モデレーター ︓⾚松プログラムディレクター（早稲⽥⼤学）
パネリスト ︓関連分野の海外研究者3名、IOC道⽥議⻑、⽂部科学省海洋地球課⻑

このほか、会合後にレセプションも予定。また、各事業などの研究等に関するポスターをコーヒーブレイク会場などに掲⽰予定。
※いずれも、時間構成や題⽬等は現時点のものであり、変更の可能性があります。

「海洋⽣物ビッグデータ活⽤技術⾼度化」に関するシンポジウム

概要

内容


